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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年12月14日(2017.12.14)

【公表番号】特表2016-535507(P2016-535507A)
【公表日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-063
【出願番号】特願2016-527353(P2016-527353)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ    1/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月31日(2017.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送システムにおけるＦＥＣリペアパケットを生成する方法であって、
　ソースパケットブロックをソースシンボルブロックに変換するステップと、
　ＦＥＣコードを用いて前記ソースシンボルブロックをコーディングすることでＦＥＣリ
ペアパケットを生成するステップと、を含み、
　前記ＦＥＣリペアパケットは、パケットヘッダとリペアＦＥＣペイロードＩＤを含み、
　前記パケットヘッダは、前記コーディングのために使用されるＦＥＣスキームのタイプ
を表すＦＥＣタイプと、パケットＩＤと、同一な前記パケットＩＤを有するパケットを識
別するためのパケットシーケンス番号に対する情報を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＦＥＣタイプが所定値を示すと、前記リペアＦＥＣペイロードＩＤは、前記ＦＥＣ
リペアパケットにより保護される前記ソースシンボルブロックで同一なパケットＩＤを有
する少なくとも一つのパケットのうち最下位パケットを表すシーケンス番号に対する情報
と、前記少なくとも一つのパケットの個数に関する情報を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記ソースパケットブロックに適用されるコーディング構造を表す情報を含むＦＥＣ構
成情報を送信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
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